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1，ことの起こり

　 1998年5 月15日，午後9時 を 少 し回 っ た 頃，・
通 の

e −mail が 天文教育普及研究会の メーリン グ リス トに 流 れ

た．「しし座流星群 の 共 同観測 に つ い て 相談 で す」に

始 まるこ の メ
ー

ル こ そ，そ の 後 の 筆者 らの 運命を決 め

たもの であっ た．

　 「雑誌 で 喧伝され て い る通 り，今年の しし群 は 好条

件 が 期待 され ます が，残念 な こ とに極大 日が 平 日 に な

っ て い ます．本校 は 都心 に 近 い の で ，ク ラブ で 条件 の

良い 観測を行うた め に は遠征が 必要となります，生徒

から希望 も出て い ますし， 33年に i回の 事で す の で 是

非かなえて あげた い ところ で すが，終夜観測 をして か

ら遠征先か ら帰り，そ の まま授業を受け る の は ，い く

ら高校 生が元気 で も無理があります．しかし，高校な

ど の クラ ブ で ，平 日に授業を休ん で 活動するこ とに は

制 限 が あ ります，例 え ば，高 野 連 の よ うな 組 織 の 主 催

す る公式戦 で あれ ば ， 公認欠席の ような形で遠征が 可

能です．

　 で きれば，公的機関（国立天文台かどこ か ？）で ， そ

うした プ ロ ジ ェ クトを起案 して 頂 き，共通 の 観測法 をと

っ て 全国の 学校等で参加するようなことが考えられ な

い で し ょうか ？　 私 は 天 文 に は 素人な の で ，学術的 に

どの ような成果 が で るか は わ か りませ ん が ，何 か 役 に

立 つ 結果が で るの なら，さらに よい 事だと思 い ます．

　 どなたか，よ い お考えが あれ ばお 聞か せ 下 さい 」

　 30分後，毎年テーマ を作っ て 公式行事として 全国 の

高校 生が
一

緒に天文観測をして はどうだ ろうという反

応が あり，さらに 25分後に は 「天文甲子園」の 名称が飛

び 出 した．こ の 55分 が，そ の 後 展 開 され るし し座 流 星

群 観測会 の 助 走 開始 で あっ た。2日 後 は 日曜 日で あ っ

たが，メール が 飛び交い ，実行委員会を立 ち上 げて共

催
・
後援団体 を募り，しし群観測会実施 へ 向けて の 活

動を 始 め ようとい う話 に なっ て い た．翌週 に は具体的

にどう動 くか の 意見交換が始 まり，天文教育普及研究

会の 有志が 実行委員会を立 ち上 げ れ ば 良 い だ ろ うと

い うこ とに な っ た ．こ の 後，しば し メーリン グ リス トは 静

けさを取 り戻 した．誰が動 くん だ ？……．

　そうこ うするうちに 日本惑星科学会と天文教育普及

研究会との 共催が内定し， 水面下 で の 私信の やりとり

の 後，鈴木委員長 の もと，本稿 著者 8名 の 有志 による

「しし 座流星群 ・全国高校生同時観測計画実行委員

会」が発足した．あの メール か ら2週間の 後の こ とで あ

る．初め に レ ス ポ ン ス をした面 々 が実行委員 に めで た

く収 まり，あ れ よあ れ よとい う間 に 観 測 会 に 向け て の

準備 が 始まっ たの で あ る．きっ か け とな っ た メ
ール の

主（AM ．）ももちろ ん加わ っ て い る．筆者の
一一

人 （T．H．）

も， 気が つ い た頃 に はすで に最初 の 仕事を終え ， 流

れ に 揉 まれ て い た．思えば初めから予想を越 えた動

きで あっ た．

　 ともあれ，イ ン タ
ー

ネッ ト無 か りせ ば ，こ の 観測会構

想は机上 の もの で 終わ っ て い た だ ろ う．また ，
こ れ ほ

どの 広が りを持 っ た活動も実現 しなか っ ただろう。し

か し ， そ れ は 紛 れ も無 く
一

通 の メール か ら始まっ た の

で ある．川

1 県立 ぐん ま天文台

2埼 下県 立 三郷工 業技術 高等学校

3，成蹊中学高等学校

4，岡山 県 立鴇方 高等学校

5．和歌 山 県 立大成 高等学校美 里分校

6．天 文教育普及研究 会

7，東京学芸 大学

8．大阪 市 立科学館
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2 ．背景 ［1］，［2］

　 これ ほ ど早 く話が まとまっ て観測会 の準備に入るこ

とが で きた の はなぜだ ろうか ？背景に は 理科教育に対

する関係者 の 危機感があっ た．

　元来，子 どもたちの 興味 ・
関心 は ム シ とホ シ に 向く

こ とが 多い ようで ある．ホ シ とはもちろん 天文分野 の こ

とで あ る．科学館 ，
プ ラネタリウム ，公開型 天文台 の 数

の 増加は子 どもたちの 根強 い 科学人気をうか が わ せ

る，一
方で ， 青少年の 間に 「理 科離れ」があるとい う指

摘が繰 り返 されて きたように ， 年齢層が上 が る に つ れ

て 利用者 が減少す る傾向が 見 られ る．小学 生 の 頃 は

理科が好 きであ っ たが 中学生 になっ て から理科 嫌 い

に なっ たとい う者が理科好 きと理科嫌い の者の割合を

逆転させ るほ ど多い こ との 反映 だ ろ うか．なぜ な ら，理

科好 きの 者は科学館などに 行 きたい とい う傾向が 強 い

の に対 し ， 理科嫌い の 者は こ れ ら施設 に 見向きもしな

い 者が圧倒的なの で あ る［3］．（理科離れ の問題は 理科

に限定され るもの で は なく，むしろ「知離れ」の 問題 で

あるように思われ るが ，
こ こ で は 理科に 限定して お く）

　これ に合わ せ るように，学校 の 自然科学系 クラブ活

動 の 停滞 ・沈滞も指摘され て い る．こ の ような状況を

打破する 試 み として ，天 文分野 に お い て は イン タ
ー

ネ

ッ トや パ ソコ ン などを積極的に取り込 ん だ亅AHOU 【4］の

ような 教育実践 が 始 まっ て い る が，青少年 の 活動を積

極的 に 企画 ・支援す る とい う動きは まだ 十分 で は ない ．

　そ ん な中，1998年 2月 ， しし座流星 群 の母彗星 であ

るテ ン ペ ルータッ トル 彗星が回帰し，こ の年か ら翌 年に

か けて こ の 流星群 の 活動が活発 になるこ とが予測 さ

れた．とりわけ 1998年は ，日本をは じめ とす る東 ア ジ

ア 地域 が，大出現が期待され る時間帯で 最も観測条

件の 良 い 場所 とされ て い た．

　肉眼で観測可能で あるこ とから，流星観測は学校の

天 文部 の 恰好 の 観測 テ ーマ として 昔 か ら取 り上 げ られ

て きた 題材で あ る．短時間に流星が雨 の ように降り， し

か も限定され た地域 で しか観測 で きな い か もしれ な い

日本惑星科学会誌Vo1．8．No．1，1999

今度の しし座流星群をテー
マ とすれば，各地 の 高校生

が協力 して 日本列島 をカ バ
ー

で きる流星観測網 を作

れ る かもしれない ．しか も，理科の 「活きた教材」とし

て ，しし座流星群そ の もの と観測活動 ともに 感動 を呼

び起 こ す に 違 い な い ．さらに，こうして で きた 観測 網 ，

高校 生や教員の つ ながりは ， 将来の 天文観測イベ ン ト

「天 文甲子園」に つ なが っ て い くだ ろう．時 は5月．残

された時間は少ない ．それならばすぐに 立ち上 が っ て

準備をしなけれ ば，とい う思 い が実行委員会の すばや

い 立ち上 げ に つ なが っ た の で ある．

3 ．観測会の 概要

　観測 会 は，日 本惑星科学 会 ， 日本天文学会 ， 天文

教育普及研究会 の 共催と国 立 天文台，日本流星研究

会［5］，東京近郊地区流星観測者会［6］など14の 天文関

係 団体 の 後援 で 行わ れ た。

　観測会の趣旨［2】に 照 らして，参加登録 で きるの は，

原則 として高校 ，高専の クラブ，もしくは指導者 （科学

館，プ ラネタリウム，公 開 天 文台 の 職員および地域天

文同好会など）の い る高校生 の グル ープとした．学校

活動 （授業，ク ラブ）に 限定しなか っ たの は ，

一
人で も

多くの 高校 生 に 参加 して 欲 し か っ た こ とと，ア マ チ ュ

ア や社会教育施設関係者など地域 に密着した活動を

目指す方 々 の 参加 ， 草の 根の 広 が りを期待 したため で

ある．資料請求 は イン ター
ネッ ト， 郵送 ， FAX で 受け付

けたが ， イン ターネッ トを通して の もの が多か っ た［1］．

登録は，資料請求に 応 じて事務局から郵送 された参

加登録用紙 に記入 して，郵便また は FAX で 返送す る

こととした．

　実行委員会の 主な仕事は ， 学校管 理 者向け の 「参

加依頼書」を出し た り，ホー
ム ペ ージや連絡用 メーリン

グ リス トを用 意するなど
， 全国の 高校生 の サ ポ ー

トと，

共同観測 の デ
ータを意味あるもの に す るた め の 観測方

法 の 統
一

などで あ っ た．経験の 浅い 高校生や指導者

が安心 して参加で きる よう考慮 し，裾野 を広げ る ため
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に 「簡易観測マ ニ ュ ア ル 」を用意 し，こ れに推奨観測

法を載せた，敷居を低く， しか し確実な成果を， が実

行委員全員の 思 い で あっ た．

　基本的な観測 は，特別 な機材を必要 としない 眼視

計数観測とした．そ の 方法 は，グ ループ の 人数が何人

で あ っ て も天球の 同じ方向（具体的には北斗七星）を

向き，
一

人
一

人 が 観測 を行 っ て 見えた数 を記録 し，平

均値をもっ て グ ル ープ の 正 式記録 とす る とい うもの で

ある．雲量，最微等星 の 記録法 の 他， 大出現 に 備えて

流星雨 に なっ たときの 視野 も指定 した ［7】．従来広 く行

なわ れ て きた 全 天観測を目的とした団体計数観測を

推奨せず に前記 の 方法を標準 としたの は ，こ の 観測会

の 科学的目標を，彗星ダス トチュ
ー

ブの 空間構 造解明

に お い た か らで ある．

　 こ の ような観測方法を とっ た 理 由 に つ い て もう少 し

説明 しよ う．一
時間流星 出現 数HR （

一
人 の 人 間が

一

時間当たりに見る流星の 数）を基に流星物質の 空間密

度を考える．人間の 視野をおおむね半径60
°
の 円形と

し，流星 の 出現高度を100km とすると，流星観測 の 視

野は94．000kmi となる．しし座流 星群 の 流星 は 地球の

進行方向か ら約 70kmls の 相 対速度 で 衝突す るの で ，

観測者が 1時間当た りこの 流星群 の ダ ス トチ ュ
ーブを

掃引する体積は2，4 × 10L”kmiで ある．したが っ て，　HR

がわかれ ば 流星物質1個が 占め る体積がわかり，ひ い

て は 流星物質 の 平均間隔がわ か るこ とに なる．しし座

流星群の 場合，HR ＝100なら630km 間隔，　 HR ＝1．OOO な

ら290km 間隔 ， さらに HR ＝］O，OOOとい う流 星嵐 なら

140km間隔 となる．以上 の議論は天頂方向を見て い

る場合を想定して い る が ， 輻射点高度補正等 を加え

れば
一

般化 で きる．

　 ダ ス トチ ュ
ー

ブ の 空間構造を探 るた め に は，以 上 の

計算か ら，まず日本国内の 東西南北2500   の 範囲 で

で きるだ け密 に 観測点 を用意 し な ければ ならな い ．

50  刻みで観測点がとれ れ ば 申し分 ない ．さらに，地

球をダ ス トチ ュ
ーブ の セ ン サーとして用い るに は ， 常に

一
定 の 方向を見 て 流星数を測 るこ とが 必要 に なる。こ

れが全天観測 を目的 とした通常の 団体計数観測を採

用せず ， 天球の 特定の 方向を見 て 出現数を数える方

法 を推奨 した理由 で あ る．

　今回 の 推奨観測法で は 群流星 と散在流星 の 区別 に

つ い て は言及しなか っ た．散在流星 が無視で きるくら

い の 出現数を想定したもの となっ て い た こ とは否めな

い ．実際 に は，当夜は お うし座流星群 の 活動 も活発

で ，前 半夜 に は お うし群 の 流 星 も頻繁 に 見 られ た 上

に
， しし群 も予 想 され た 下 限値 ぎりぎ りの 出 現数 だ っ

た た め に ， しし群以 外の 流星数が 問題 に なっ た．こ の

こ とは 今後同様の 観測会を行 う際の 反省点として 挙 げ

られ る．

　観測報告は，実行委員会 の ホーム ペ ージ に 置い た

エ クセ ル ・
フ ォ

ーマ ッ トに書 き込ん で e−mail で 送付す る

方法を推奨したが，FAX ，郵送 で も受け付けた．これ

は，イン ターネッ ト環 境 の 整備 が ，一
般 に は まだ まだ進

ん で い ない こ とを考慮した もの で ある．報告 の 締切 は

1998 年 11月末日 とし た ．観測報告は観測会 に 参加

しかつ 報告した団体全て に2月初旬に 配布され る予定

で あり，
こ れら団体は デ

ータを 自由に利用できる．後

日，ホームペ ージ 上 で もデ ータ公 開す るこ とを検討 し

て い る．

　 なお，観測 の 翌朝はe−mail による速報報告を募 っ た．

こ の 結果はただちにホーム ペ ー
ジ上 に公開された．

4 ．実施状況 ［8】

　観測会の資料請求は 11月初め に締切 っ た．観測会

直前 に参加決定をした団体もあっ たの で，参加登録は

観測結果を送付す る時点で も受け付 けた．高校生以

外 か らの 資料請求も多か っ た．

　資料請求数は，高校生 の グル
ープ290，

一
般 の グ ル

ープ20，個人42 の 計352団体か らあ っ た．資料送付後，

参加登録を行 っ た の は，高校 生 の グ ル
ー

プ268，

一
般

の グ ル
ープ （中学 ， 大学 ， 高校 OB

，
　OG ）8の 計276団体

で ある （図D ．参加者数に直す と， 高校生約 2600名 ，

N 工工
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顧問や OB ，　OG を含め る と3000 名以上 になる．まさに

天 文甲子園 に ふ さわ しい 数 とい えよう．こ の うち報告

を寄せた団体は240 で あっ た．

　当日は ，日本海側 や 九州，沖縄などで は 天 候 に恵

まれなか っ たが ，関東地方を中心 に晴れ 間が 広が り，

200 余の グ ル
ープ が観測に成功した．雪の 中で じっ と

晴れ間を待っ た グ ル ープや，校庭に コ タツ を用意 して

ほ か ほ か と観測 した高校 （図2），合同観測地 に 報道陣

が詰めかけ生徒の 気が散 っ て しまっ た観測地 など各

地で様 々 な光景が見 られた．

　行われた観測は，実行委員会推奨の もの 以外に も，

団体計数観測，写真観測，電波観測 などが あ っ た．見

事な流星写真を撮 っ た 生 徒 もい る．しかしながら， 実

行委員会 か らの デ
ータ提 供が急 がれ る 状況で もある

の で ， 当座 の 解析に は実行委員会推 奨 の 観測 の もの

（165校 ＋ 11団体）を用 い るこ とにした．団体計数観測

の 場合 は ， 人数補正係数を入 れ て 比 較す る 必要があ

り， 時間の制約が厳しい 現在 （1999年1月），残念なが

ら後回しにせざるを得ない の で ある．

　さて ， 流星観測デ ータを比較する ときに は 「月も雲も

図1　参加団体 の 分布．（43都 道府 県 ）
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図2　コ タ ツ に 入 っ て，さ あ観 測 1 （京都 ・西舞鶴高校 ）

な い 理 想的 に晴れ た 夜 ，
6．5等星 まで の 星が見 える空

で輻射点が 天頂に ある場合に観測され るで あろう値」

（天頂
一

時間流星数：ZHR ）を用 い る．したが っ て，デ

ータには雲量 ， 最微等星 ， 輻射点高度などの補正 が必

要で ある．こ の うち雲量と最微等星の 補正 に つ い て

は，これ らの 値の わ ずかな違 い が補正式 によっ て 増幅

され て しまう．デ
ー

タの 質を見ずに
一

律に これ らの補

正 を行うの は危険で あるの で 実行 委員会 で は輻射点

高度補正 の みにとどめ ，
こ の デ

ー
タを雲量 ， 最微等星

の デ ータ別表とともに 公表する こ とに した ．輻射点高

度補正は観測者や 天候 に よらず ， 機械的，画一的に行

えるか らで ある．補 正 を加え た デ
ータは

， 前述 したよ

うに 参加 しかつ 報告を寄せ た参加団体に 配布され る

（図3）．

　とこ ろで ， 本観測会 の 結果で あ るが ， 本稿執筆時点

で は デ ータ解析中で あり，日本全国に広が っ た観測網

ならで は の 結果をお 目に か ける ことが で きない の が 残

念 で あ る．現時点で わ か っ て い るこ とは ，全国 的 に

HR ＝ 100を超 えるこ とは なか っ たとい うこと，輻射点補

正 デ ータを見 る 限 り1000km オーダーで は 顕著な 空 間

構造 はなさそうで あるこ とで ある．しか し，これ か ら予

定して い る観測条件 の 良い 観測点の データの 重点的

解析 か ら興味あ る結果が 出 るか もしれ ない ．今後 の 解

析結果に つ い て は 別 の 機会に報告した い 。
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5．天文甲子園

　　　　　 〜 理科教育として

　当日夜空を眺めるだけで は私たちが意図した観測

会に参加したとは言い 難い ．仲間と協力して観測計画

を練り，実践し，解析して 発表する．こ こまで や っ て観

測会に完全参加した ことに なる．自然に向き合い
， 自

ら考え計画して 実践 し，他者 に成果を伝達する過程

を通して こそ，生きた科学の 方法を学び身に つ け て い

くこ とが で きる の で あ る．

　実行委員会 で は，当初か ら観測 結 果 を 高校 生 に 学

会発表して もらお うと考えて い た．観測会終了後，参

加校の メー
リン グ リス トで 3月の 天文学会春季年 会発表

希望者 を公募 し た とこ ろ ， 高校生 2人が ぜ ひ や りた い

と応じてきた．本稿執筆時点におい て，実行委員会の

指導の 下 ，高校生代表として鋭意発表準備を進め て

い る．また，6月の 地球惑星科学関連学会合同大会 に

お い て も高校生 に よる研究発 表を行う予定で あ る。

　実行委員会か らは ，両学会 に お い て 理科教育 の 観

点か らの 発表を行う．「主体的な学習」と口 で 言うの は

簡単だが ， 今回 の 観測会は そ の 具体的な実践として

天文教育の範疇に留まらない 画期的なもの である．こ

れを各方面に ア ピール し，次 の 天文甲子園実施 に 向

け て 勢 い をつ けて い きた い もの で ある，

6 ．天文甲子園

　　　　　 〜 今年は どうす る ？

昨年の しし座流星群極大時刻 は予想か ら大 きくずれ

たと一般には言わ れ て い る．実際 に は 予測通 りだっ た

の だが［9】，それより早く分岐成分 の 極大があ っ たた め

に 日本 に い た私たちは肩透かしを食 っ た気 に なっ て し

まっ た．状 況 は 1966年 の 大流 星 雨 の 前年 （1965年 ）に

似 て い る．

　とこ ろで ， 流星群の 予想極大時刻として 用 い られ る

の は ， 地球が母彗星 の 軌道面 を横切 る時刻 で あ る．

1999年のしし座流星群の極大時刻は ll月 18日L6 時

（UT ）と予測 されて おり卩0】， 日本 で は夜 明け後に な

る．しか し，こ の 予測 に は 研究者に よっ て ば らつ きが あ

り，日 本 で も眼 視観測 で きる可 能性 は 十 分 に あ る〔111，

一
般 に は 条件 が 良くない と言わ れ て い る今年 で は あ る

が ， 日本で 流星雨が 見える と期待してもそう悪くは な

さそうで ある．

　そこ で，今年も「天 文甲子園」として しし座流星群観

t20

！eo

60

匡 　60N

　 　 釦

20

0t6

17　 　 　 　　 　 18　 　 　 　　 　 且9

UT （Nov．171998）
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図3　輻射 点高度補正済 デー
タの

一例．時刻 は世 界時．（埼玉 県大滝 グリ
ー

ン ス ク
ー

ル での 5校合同 観測 ）
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測会を行 なおうとい うことに なっ た．今回の 経験 と観

測網を活かせ ば ， より精度良く広範なデ
ータを得られ

るに違い な い ．昨年の観測会 で は，オース トラ リア や

アメ リカか ら参加した い とい う希望が 寄せ られ ， 香港

か らは 観測方法に つ い て の 問 い 合 わ せがあ っ た．パ

ラオ共和国 の 日本人 グ ル ープか らの 参加もあ っ た．実

行委員会の ホ
ー

ム ペ ー
ジに は，若干 で はあるが英文

の ペ ージも用意した ．これ も海外か らの 要望があっ た

ためで ある，今年 は もしか した ら世界を覆う高校生の

流星観測ネッ トワークさえで きるかもしれ ない ．観測ネ

ッ トワ
ークを広げる余地は まだまだあ るの だ．

　参加条件や観測方法 の 敷居 を低 く保 ちつ つ ，科学

的に意味の ある観測デ ータが得られるように ， そして

何 より， より多 くの 高校生 に夜空の 美しさと宇宙の 不思

議を身をもっ て体験してもらえるようにした い ．

　今年 の 天文甲子園 が 楽しみ である．
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